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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社では、過年度に不適切な取引及び会計処理が行われている疑義が判明し、外部の第三者調査委員会による事実
関係の解明等を行ってきましたが、平成24年７月24日に調査結果を受領いたしました。
当社では、第三者調査委員会による調査及びその後の社内調査の結果を受けて、当社におけるLED蛍光灯に係る売
上計上時期、当社役員等からの借入及び子会社における在庫の返品処理に関する会計処理を検討し、過年度における
四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項があるとの判断に至りましたので、金融商品取引法第24条の４の
７第４項の規定に基づき、平成21年11月に提出した第25期第２四半期（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30
日）四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。
　また、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所については、XBRLの修正も行いましたので、併せて修正後の
XBRL形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。
　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、三優監査法人により四半期レビューを受け、その四半期レビュー報
告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報
第１　企業の概況
１　主要な経営指標等の推移
第２　事業の状況
４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
(1) 業績の状況
(3) キャッシュ・フローの状況

第５　経理の状況
　２　監査証明について
１　四半期連結財務諸表
(2) 四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間
第２四半期連結会計期間

注記事項
(四半期連結損益計算書関係)
(セグメント情報)
　事業の種類別セグメント情報
(１株当たり情報)

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線で示しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

回次
第24期

第２四半期連結
累計期間

第25期
第２四半期連結
累計期間

第24期
第２四半期連結
会計期間

第25期
第２四半期連結
会計期間

第24期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 19,738,20817,381,0149,867,9508,684,47138,114,067

経常利益
又は経常損失(△)

(千円) △93,382 280,359 57,872 153,292 141,340

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) △578,046 104,860△279,312 47,720 126,227

純資産額 (千円) ― ― 3,055,3704,130,2623,761,217

総資産額 (千円) ― ― 16,234,35313,237,11713,931,069

１株当たり純資産額 (円) ― ― 23,176.8229,526.2031,323.39

１株当たり四半期(当
期)純利益金額又は１
株当たり四半期純損失
金額(△)

(円) △7,786.211,123.58△3,636.50 474.68 1,575.39

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利
益金額

(円) ― 1,116.88 ― 469.44 ―

自己資本比率 (％) ― ― 12.3 24.0 19.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 29,159△804,586 ― ― 1,421,285

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,179,788△117,387 ― ― 3,791,914

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,601,560445,226 ― ― △4,574,437

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,543,7003,080,5603,564,649

従業員数 (名) ― ― 987 1,002 897

 

(注) １当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につ
いては記載しておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。
３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、第24期第２四半期連結累計期間及び第
24期第２四半期連結会計期間については、１株当たり四半期純損失であるため、第24期について
は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（訂正後）

回次
第24期

第２四半期連結
累計期間

第25期
第２四半期連結
累計期間

第24期
第２四半期連結
会計期間

第25期
第２四半期連結
会計期間

第24期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 19,738,20817,322,5149,867,9508,684,47138,114,067

経常利益
又は経常損失(△)

(千円) △93,382 280,359 57,872 157,092 141,340

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) △578,046 104,860△279,312 48,869 126,227

純資産額 (千円) ― ― 3,055,3704,130,2623,761,217

総資産額 (千円) ― ― 16,234,35313,237,11713,931,069

１株当たり純資産額 (円) ― ― 23,176.8229,526.2031,323.39

１株当たり四半期(当
期)純利益金額又は１株
当たり四半期純損失金
額(△)

(円) △7,786.211,123.58△3,636.50 486.11 1,575.39

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利
益金額

(円) ― 1,116.88 ― 480.75 ―

自己資本比率 (％) ― ― 12.3 24.0 19.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 29,159△804,586 ― ― 1,421,285

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,179,788△117,387 ― ― 3,791,914

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,601,560445,226 ― ― △4,574,437

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,543,7003,080,5603,564,649

従業員数 (名) ― ― 987 1,002 897

 

(注) １当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につ
いては記載しておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。
３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、第24期第２四半期連結累計期間及び第
24期第２四半期連結会計期間については、１株当たり四半期純損失であるため、第24期について
は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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第２ 【事業の状況】
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
（訂正前）
文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判
断したものであります。

(1) 業績の状況　

当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日）におけるわが国経済は、昨
年の米国金融危機に端を発した景気後退による先行き不透明感が払拭できない状況が続いており、企業の
コスト削減活動の継続、個人消費の低迷、雇用環境の悪化などにより景気は総じて弱含みで推移しました。
在庫調整の進展、外需の回復等による企業収益の改善などが一部にみられ、景気底入れ感はあるものの、当
社グループを取り巻く経営環境は、予断を許さない状況が続いております。
　こうしたなか、当第２四半期連結会計期間の当社グループの売上高は、前年同四半期の9,867百万円から
12.0％減少し8,684百万円となりました。
　また、前連結会計年度より引き続き推進しております、「経営改革」による収益力の向上とコスト削減に
より収益は改善され、営業利益は前年同四半期の70百万円から71百万円増加し141百万円となり、経常利益
は前年同四半期の57百万円から95百万円増加し153百万円、四半期純損益は前年同四半期の279百万円の損
失から327百万円増加し47百万円の利益となりました。
　なお、各セグメントにおける業績は、以下のとおりであります。

 
～中略～
 
(マーキングサプライ事業)

国内景気低迷による企業業績の悪化から、企業経費削減の流れは加速し、国内外ともに厳しい状況で推
移いたしました。
　このような状況のもと、当連結会計年度から環境に配慮した新商材の販売を開始いたしましたが、一部の
新商材において立上げが遅れたこと等により売上高は大幅に減少いたしましたが、前年同四半期と比べコ
スト削減等により収益率が向上したことにより利益を確保することとなりました。
　以上により、売上高は前年同四半期の5,318百万円から10.3％減少し4,770百万円となり、営業利益は前年
同四半期の24百万円から23.8％増加し30百万円となりました。 

 

～中略～

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末と比べ232百万円増加し、
3,080百万円となりました。
営業活動によるキャッシュ・フローは、318百万円（前年同四半期は182百万円の収入）の支出となりまし

た。これは、主として、税金等調整前四半期純利益を157百万円計上し、売上債権が165百万円減少した一方で、た
な卸資産が156百万円増加したことと仕入債務が144百万円減少したことなどによるものです。
投資活動によるキャッシュ・フローは、65百万円の支出（前年同四半期は951百万円の収入）となりました。

これは、主として、貸付による支出58百万円などによるものです。
財務活動によるキャッシュ・フローは、620百万円（前年同四半期は1,218百万円の支出）の収入となりまし

た。これは、主として、株式発行による収入394百万円や短期借入金が240百万円増加したことなどによるもので
す。

 

～後略～
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 （訂正後）
文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判
断したものであります。

 (1) 業績の状況　

当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日）におけるわが国経済は、昨
年の米国金融危機に端を発した景気後退による先行き不透明感が払拭できない状況が続いており、企業の
コスト削減活動の継続、個人消費の低迷、雇用環境の悪化などにより景気は総じて弱含みで推移しました。
在庫調整の進展、外需の回復等による企業収益の改善などが一部にみられ、景気底入れ感はあるものの、当
社グループを取り巻く経営環境は、予断を許さない状況が続いております。
　こうしたなか、当第２四半期連結会計期間の当社グループの売上高は、前年同四半期の9,867百万円から
12.0％減少し8,684百万円となりました。
　また、前連結会計年度より引き続き推進しております、「経営改革」による収益力の向上とコスト削減に
より収益は改善され、営業利益は前年同四半期の70百万円から70百万円増加し140百万円となり、経常利益
は前年同四半期の57百万円から99百万円増加し157百万円、四半期純損益は前年同四半期の279百万円の損
失から328百万円増加し48百万円の利益となりました。
　なお、各セグメントにおける業績は、以下のとおりであります。

 
～中略～
 
(マーキングサプライ事業)

国内景気低迷による企業業績の悪化から、企業経費削減の流れは加速し、国内外ともに厳しい状況で推
移いたしました。
　このような状況のもと、当連結会計年度から環境に配慮した新商材の販売を開始いたしましたが、一部の
新商材において立上げが遅れたこと等により売上高は大幅に減少いたしましたが、前年同四半期と比べコ
スト削減等により収益率が向上したことにより利益を確保することとなりました。　
　以上により、売上高は前年同四半期の5,318百万円から10.3％減少し4,770百万円となり、営業利益は前年
同四半期の24百万円から20.9％増加し29百万円となりました。 

 

～中略～

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末と比べ232百万円増加し、
3,080百万円となりました。
営業活動によるキャッシュ・フローは、318百万円（前年同四半期は182百万円の収入）の支出となりまし

た。これは、主として、税金等調整前四半期純利益を161百万円計上し、売上債権が104百万円減少した一方で、た
な卸資産が102百万円増加したことと仕入債務が144百万円減少したことなどによるものです。
投資活動によるキャッシュ・フローは、65百万円の支出（前年同四半期は951百万円の収入）となりました。

これは、主として、貸付による支出58百万円などによるものです。
財務活動によるキャッシュ・フローは、620百万円（前年同四半期は1,218百万円の支出）の収入となりまし

た。これは、主として、株式発行による収入394百万円や短期借入金が240百万円増加したことなどによるもので
す。

 

～後略～
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 第５ 【経理の状況】
 
～中略～
 
（訂正前）
　２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日
から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日ま
で）に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日
まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財
務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
 

（訂正後）
　２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日
から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日ま
で）に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日
まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財
務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております
なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりま

すが、訂正後の四半期連結財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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1 【四半期連結財務諸表】
(2) 【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】
（訂正前）
 

    （単位：千円）

　 　

前第２四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

　至 平成20年９月30日)

　

当第２四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日

　至 平成21年９月30日)

売上高  19,738,208 17,381,014

売上原価  15,298,141 13,130,182

売上総利益  4,440,066 4,250,832

返品調整引当金戻入額  6,344  11,320

差引売上総利益  4,446,411 4,262,152

販売費及び一般管理費 ※ 4,519,958※ 3,990,369

営業利益又は営業損失（△）  △73,546 271,783

営業外収益     

　受取ロイヤリティー  16,995 27,634

　その他  32,865 32,801

　営業外収益合計  49,861 60,436

営業外費用     

　支払利息  57,295 39,967

　その他  12,402 11,892

　営業外費用合計  69,697 51,860

経常利益又は経常損失（△）  △93,382 280,359

特別利益     

　貸倒引当金戻入額  -  5,380

　デリバティブ評価益  74,910 -

　その他  610  569

　特別利益合計  75,521 5,949

特別損失     

　減損損失  217,304 -

　投資有価証券評価損  -  41,599

　投資損失引当金繰入額  100,000 -

　店舗閉鎖損失  43,727 -

　その他  104,977 4,294

　特別損失合計  466,009 45,894

税金等調整前四半期純利益又は税

金等調整前四半期純損失（△）
 △483,871 240,413

法人税、住民税及び事業税  91,070 118,053

法人税等調整額  5,195  △1,109

法人税等合計  96,265 116,943

少数株主利益又は少数株主損失

（△）
 △2,090  18,610

四半期純利益又は四半期純損失

（△）
 △578,046 104,860
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（訂正後）
 
    （単位：千円）

　 　

前第２四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

　至 平成20年９月30日)

　

当第２四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日

　至 平成21年９月30日)

売上高  19,738,208 17,322,514

売上原価  15,298,141 13,076,182

売上総利益  4,440,066 4,246,332

返品調整引当金戻入額  6,344  11,320

差引売上総利益  4,446,411 4,257,652

販売費及び一般管理費 ※ 4,519,958※ 3,990,369

営業利益又は営業損失（△）  △73,546 267,283

営業外収益     

　受取ロイヤリティー  16,995 27,634

　その他  32,865 37,301

　営業外収益合計  49,861 64,936

営業外費用     

　支払利息  57,295 39,967

　その他  12,402 11,892

　営業外費用合計  69,697 51,860

経常利益又は経常損失（△）  △93,382 280,359

特別利益     

　貸倒引当金戻入額  -  5,380

　デリバティブ評価益  74,910 -

　その他  610  569

　特別利益合計  75,521 5,949

特別損失     

　減損損失  217,304 -

　投資有価証券評価損  -  41,599

　投資損失引当金繰入額  100,000 -

　店舗閉鎖損失  43,727 -

　その他  104,977 4,294

　特別損失合計  466,009 45,894

税金等調整前四半期純利益又は税

金等調整前四半期純損失（△）
 △483,871 240,413

法人税、住民税及び事業税  91,070 118,053

法人税等調整額  5,195  △1,109

法人税等合計  96,265 116,943

少数株主利益又は少数株主損失

（△）
 △2,090  18,610

四半期純利益又は四半期純損失

（△）
 △578,046 104,860
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【第２四半期連結会計期間】
（訂正前）
    （単位：千円）

　 　

前第２四半期連結会計期間

(自 平成20年７月１日

　至 平成20年９月30日)

　

当第２四半期連結会計期間

(自 平成21年７月１日

　至 平成21年９月30日)

売上高  9,867,950 8,684,471

売上原価  7,584,942 6,537,378

売上総利益  2,283,007 2,147,092

返品調整引当金戻入額  4,607  2,119

差引売上総利益  2,287,615 2,149,212

販売費及び一般管理費 ※ 2,217,112※ 2,007,636

営業利益  70,502 141,575

営業外収益     

　受取ロイヤリティー  9,086  17,162

　その他  17,461 19,696

　営業外収益合計  26,547 36,859

営業外費用     

　支払利息  34,092 19,713

　その他  5,085  5,428

　営業外費用合計  39,177 25,142

経常利益  57,872 153,292

特別利益     

　貸倒引当金戻入額  141  -

　投資有価証券評価損戻入益  -  5,478

　その他  1  295

　特別利益合計  142  5,773

特別損失     

　減損損失  208,916 -

　固定資産除却損  -  944

　その他  46,661 198

　特別損失合計  255,577 1,142

税金等調整前四半期純利益又は税

金等調整前四半期純損失（△）
 △197,561 157,923

法人税、住民税及び事業税  46,714 73,897

法人税等調整額  7,868  2,986

法人税等合計  54,583 76,883

少数株主利益  27,167 33,318

四半期純利益又は四半期純損失

（△）
 △279,312 47,720
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（訂正後）
    （単位：千円）

　 　

前第２四半期連結会計期間

(自 平成20年７月１日

　至 平成20年９月30日)

　

当第２四半期連結会計期間

(自 平成21年７月１日

　至 平成21年９月30日)

売上高  9,867,950 8,684,471

売上原価  7,584,942 6,537,378

売上総利益  2,283,007 2,147,092

返品調整引当金戻入額  4,607  2,119

差引売上総利益  2,287,615 2,149,212

販売費及び一般管理費 ※ 2,217,112※ 2,008,336

営業利益  70,502 140,875

営業外収益     

　受取ロイヤリティー  9,086  17,162

　その他  17,461 24,196

　営業外収益合計  26,547 41,359

営業外費用     

　支払利息  34,092 19,713

　その他  5,085  5,428

　営業外費用合計  39,177 25,142

経常利益  57,872 157,092

特別利益     

　貸倒引当金戻入額  141  -

　投資有価証券評価損戻入益  -  5,478

　その他  1  295

　特別利益合計  142  5,773

特別損失     

　減損損失  208,916 -

　固定資産除却損  -  944

　その他  46,661 198

　特別損失合計  255,577 1,142

税金等調整前四半期純利益又は税

金等調整前四半期純損失（△）
 △197,561 161,723

法人税、住民税及び事業税  46,714 73,897

法人税等調整額  7,868  4,533

法人税等合計  54,583 78,430

少数株主利益  27,167 34,423

四半期純利益又は四半期純損失

（△）
 △279,312 48,869
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【注記事項】
(四半期連結損益計算書関係)
（訂正前）
第２四半期連結会計期間
 

前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当 889,135千円

賞与引当金繰入額 91,692千円

退職給付費用 12,594千円

貸倒引当金繰入額 21,494千円

※　販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当 848,991千円

賞与引当金繰入額 90,042千円

退職給付費用 9,575千円

貸倒引当金繰入額 1,718千円

 
（訂正後）
第２四半期連結会計期間
 

前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当 889,135千円

賞与引当金繰入額 91,692千円

退職給付費用 12,594千円

貸倒引当金繰入額 21,494千円

※　販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当 848,991千円
賞与引当金繰入額 90,042千円
退職給付費用 9,575千円
貸倒引当金繰入額 2,418千円
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

 

（訂正前）

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

 

ソリューショ

ン事業

(千円)

モバイル事業

(千円)

サービス＆

サポート事業

(千円)

マーキングサ

プライ事業

(千円)

計

(千円)

消去又は全社

(千円)

連結

(千円)

売上高        

(1) 外部顧客に

対する売上高
3,192,780420,215330,3554,741,1198,684,471 ─ 8,684,471

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高
9,648 ─ 11,887 28,949 50,485(50,485) ─

計 3,202,429420,215342,2424,770,0698,734,956(50,485)8,684,471

営業利益 195,61417,981 65,567 30,361309,524（167,949)141,575

 
～中略～
 

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

 

ソリューショ

ン事業

(千円)

モバイル事業

(千円)

サービス＆

サポート事業

(千円)

マーキングサ

プライ事業

(千円)

計

(千円)

消去又は全社

(千円)

連結

(千円)

売上高        

(1) 外部顧客に

対する売上高
6,327,370781,817657,8599,613,96717,381,014 ─ 17,381,014

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高
19,012 ─ 24,809 67,988111,810(111,810) ─

計 6,346,382781,817682,6699,681,95617,492,824(111,810)17,381,014

営業利益 433,07928,350112,15962,439636,029(364,246)271,783

 
～後略～
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（訂正後）

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

 

ソリューショ

ン事業

(千円)

モバイル事業

(千円)

サービス＆

サポート事業

(千円)

マーキングサ

プライ事業

(千円)

計

(千円)

消去又は全社

(千円)

連結

(千円)

売上高        

(1) 外部顧客に

対する売上高
3,192,780420,215330,3554,741,1198,684,471 ─ 8,684,471

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高
9,648 ─ 11,887 28,949 50,485(50,485) ─

計 3,202,429420,215342,2424,770,0698,734,956(50,485)8,684,471

営業利益 195,61417,981 65,567 29,661308,824（167,949)140,875

 
～中略～
 

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

 

ソリューショ

ン事業

(千円)

モバイル事業

(千円)

サービス＆

サポート事業

(千円)

マーキングサ

プライ事業

(千円)

計

(千円)

消去又は全社

(千円)

連結

(千円)

売上高        

(1) 外部顧客に

対する売上高
6,327,370781,817657,8599,555,46717,322,514 ─ 17,322,514

(2) セグメント間の内
部

売上高又は振替高

19,012 ─ 24,809 67,988111,810(111,810) ─

計 6,346,382781,817682,6699,623,45617,434,324(111,810)17,322,514

営業利益 433,07928,350112,15957,939631,529(364,246)267,283

 
～後略～
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（１株当たり情報）

　２．１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

（訂正前）

第２四半期連結会計期間
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日

至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日

至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失 3,636円　50銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額については、潜在株式は存在するものの１株当た
り四半期純損失であるため記載しておりません。

 

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

474円　68銭

469円　44銭

(注)　１株当たり四半期純利益金額及び１株当たり四半期純損失金額並びに潜在株式調整後１株当たり四半期
純利益金額の算定上の基礎

項目

前第２四半期
連結会計期間

(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期
連結会計期間

(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半
期純利益又は四半期純損失
(△)(千円)

△279,312 47,720

普通株式に係る四半期純利益又
は四半期純損失(△)(千円)

△279,312 47,720

普通株主に帰属しない金額 (千
円)

― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 76,808 100,532

潜在株式調整後１株当たり四半
期純利益の算定に用いられた四
半期純利益調整額(千円)

― ―

潜在株式調整後１株当たり四半
期純利益の算定に用いられた普
通株式増加数 (株)

― 1,122

希薄化効果を有しないため、潜
在株式調整後１株当たり四半期
純利益の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年
度末から重要な変動がある場合
の概要

―

(提出会社)
平成21年8月20日取締役会決議
第6回ストック・オプション
 (新株予約権　2,000個)
  普通株式　　2,000株
平成21年8月20日取締役会決議
第7回ストック・オプション
 (新株予約権　2,000個)
  普通株式　　2,000株

　なお、これらの概要は「第4　提出
会社の状況、1　株式等の状況、(2)　
新株予約権等の状況」に記載のと
おりであります。
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（訂正後）
第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日

至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日

至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失 3,636円　50銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額については、潜在株式は存在するものの１株当た
り四半期純損失であるため記載しておりません。

 

１株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

486円　11銭

480円　75銭

(注)　１株当たり四半期純利益金額及び１株当たり四半期純損失金額並びに潜在株式調整後１株当たり四半期
純利益金額の算定上の基礎

項目

前第２四半期
連結会計期間

(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期
連結会計期間

(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半
期純利益又は四半期純損失
(△)(千円)

△279,312 48,869

普通株式に係る四半期純利益又
は四半期純損失(△)(千円)

△279,312 48,869

普通株主に帰属しない金額 (千
円)

― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 76,808 100,532

潜在株式調整後１株当たり四半
期純利益の算定に用いられた四
半期純利益調整額(千円)

― ―

潜在株式調整後１株当たり四半
期純利益の算定に用いられた普
通株式増加数 (株)

― 1,122

希薄化効果を有しないため、潜
在株式調整後１株当たり四半期
純利益の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年
度末から重要な変動がある場合
の概要

―

(提出会社)
平成21年8月20日取締役会決議
第6回ストック・オプション
 (新株予約権　2,000個)
  普通株式　　2,000株
平成21年8月20日取締役会決議
第7回ストック・オプション
 (新株予約権　2,000個)
  普通株式　　2,000株

　なお、これらの概要は「第4　提出
会社の状況、1　株式等の状況、(2)　
新株予約権等の状況」に記載のと
おりであります。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年７月30日

株式会社エフティコミュニケーションズ

取締役会  御中

　

三優監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    杉   田　 　   純　   印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    山   本   公   太 　  印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社エフティコミュニケーションズの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四
半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年
４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期
連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連
結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ
ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正
妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ
れた。
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エフティコミュニケーションズ及び
連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四
半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
　
追記情報
　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４の７第４
項の規定に基づき四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務諸表について
四半期レビューを行った。
　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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